
「難聴児に関わる連携の会」
―難聴・補聴器 。人工内耳―

平素、東京医科大学病院 聴覚 。人工内耳センター 鰤胆κ10の活動にご協力・ご支援をいただきありがとうございますЭ

例年、夏に人工内耳関連施設・教育機関における意見交換会を行つてきましたが、本年からは側U ACICの関係機関 (「医療」と

1教育」)のみならず、聴覚・言語障害児に携わっている助産師、保育士 (階子政」)、 補聴器や人工内耳関係者および難聴者

協会 (Fz」 )ゃ当事者を含めた下般の方にも門戸を広tス 難聴児の将来を見据えた可視化できる連携を目的に「難聴児にた関わ

る連携の会」導働い 補聴器 。人工内手 といたしました

難聴児、人工内耳装用児に関わつている皆様と今後の連携の方法や教育方針などにつき、忌障ないお話ができればと思つてお

りますD

つきましては、おにしいところ恐縮ですが、ご担当の先生にご参加いただきたく御配慮のほど宜しくお願い申し上げますЭ

記

日時  2015年 8月 11日
場所  東京医科大学病院 教育研究棟 3階 大会議室

時間  13時 00分～17時 00分

後援  NPO人 工聴覚情報学会

開会挨拶  東京医科大学病院 河野淳                 13時 00分

1.難聴児への行政、医療、教育の共有に向けて (司会 :真野守之)    13時 10分

東京都福祉保健局少子社会対策部家庭支援課母子保健係 (40H

井水 正恵 氏

2.話題提供  難聴児対応の現状    (司会 芥野由美子)     14時 00分

難聴支援学校の先生 2名 (15x'

3.特別講演 難聴児の聴能評価と補聴器 0人工内耳の装用 oo
元筑波技術大学学長 大沼直紀先生 (司会 :齋藤友介)      14時 40分

想

人工内耳メーカー3社プレゼン  (10x9

質疑応答  (司会 冨澤文子)
15日寺30イ)

16時 10分

閉会の挨拶 NPO人 工聴覚情報学会 真野守之

※ご参加可能な先生は、まことに恐縮ですが、7月 31日 までに当センターまでFAXか、E Mailにてお返事

をお願い致しますしご質問やご不明点もお問い合わせくださしヽ

担当 東京医科大学病院 聴覚。人工内耳センター
言語聴覚士   冨澤 文子
FAX:03-5339-3797

E■mail :acicOtokyo med.ac.jp


